
■ 臨時総代会を開催しました

■ 職員を募集します

徳徳
島島

表紙の
農業人

ゆきちゃんファーム

髙
たか

橋
はし

　俊
とし

之
ゆき

さん

安心のネットワーク

徳島県農業共済組合
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（令和７年４月１日付）新規採用職員を紹介します ①出身
②趣味・好きなもの
③目指す職員像

岡
おか

崎
ざき

　明
あ

日
す

香
か

①板野町
②映画鑑賞
③農家さんや職員の方たちに信

頼され、頼られる職員になれ
るよう頑張りますのでよろし
くお願いいたします。

小
お

川
がわ

　凪
なぎ

紗
さ

①徳島市
② K−POP
③地域農家の方がより良い環境

で農業を行えるよう共済組合
での活動を通じてサポートし
たいです。

　

令
和
６
年
12
月
23
日
、
徳
島
県
農
業
共
済

組
合
本
所
で
臨
時
総
代
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
総
代
の
総
数　

81
名
（
欠
員
４
名
）
の

う
ち
、
75
名
（
う
ち
本
人
出
席
24
名
書
面
出

席
51
名
）
が
出
席
し
、
慎
重
審
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

安
藝
組
合
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
議
長

に
は
吉
野
川
市
の
上
田
晴
美
総
代
が
選
出
さ

れ
、
提
出
さ
れ
た
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
（
果
樹
共
済
・

畑
作
物
共
済
）
の
設
定
に
関
す
る
事
項

第
２
号
議
案

家
畜
共
済
に
係
る
診
療
料
金
の
一
部
変
更

に
関
す
る
事
項

第
３
号
議
案

期
末
勤
勉
手
当
支
給
細
則
の
一
部
改
正
に

関
す
る
事
項

附
帯
決
議

提
出
議
案

危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の
設
定
に
関
す
る

事
項
な
ど
全
３
議
案
可
決
・
承
認

上田　晴美　総代

臨
時
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
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農
業
共
済
組
合
功
績
者
表
彰

左から
安藝組合長、大村敏信さん、梶野利男さん、児島副組合長

◆
全
国
農
業
共
済
協
会
長

　
表
彰

農
業
共
済
功
績
者
表
彰

藤
田　

一
實
（
徳
島
市
）

島　
　
　

進
（
鳴
門
市
）

杉
野　

利
行
（
吉
野
川
市
）

佐
藤　

精
一
（
美
馬
市
）

◆
徳
島
県

　
農
業
共
済
組
合
長
表
彰

特
別
功
労
者
表
彰

笠
原　

善
隆
（
海
部
郡
）

井
東　

正
晴
（
那
賀
郡
）

美
馬　
　

勉
（
阿
南
市
）

原
田　

利
朗
（
阿
南
市
）

鍵
谷　
　

満
（
徳
島
市
）

柏
木　

和
生
（
名
東
郡
）

高
橋　
　

功
（
名
西
郡
）

岩
朝　

重
美
（
鳴
門
市
）

中
西　
　

勉
（
美
馬
市
）

西
浦　

康
隆
（
美
馬
郡
）

一
般
功
労
者
表
彰

蔭
原　

秀
一
（
那
賀
郡
）

篠
原　

義
昭
（
阿
南
市
）

後
藤
富
貴
子
（
勝
浦
郡
）

井
出
美
智
子
（
勝
浦
郡
）

松
本　

和
之
（
徳
島
市
）

梶
野　

利
男
（
名
西
郡
）

長
尾　

英
智
（
名
西
郡
）

中
野　

直
人
（
鳴
門
市
）

吉
田　

常
好
（
板
野
郡
）

木
野　

好
弘
（
板
野
郡
）

田
處　

義
弘
（
阿
波
市
）

鴻
野　

忠
司
（
吉
野
川
市
）

芝
高　

正
明
（
吉
野
川
市
）

島
川　

勝
則
（
美
馬
市
）

野
口　

治
男
（
美
馬
市
）

前
田　

里
美
（
美
馬
市
）

大
西　
　

始
（
三
好
市
）

瀧
川　
　

浩
（
三
好
郡
）

優
良
推
進
員
表
彰

〈
個
人
の
部
〉

福
永　

勝
之
（
阿
南
市
）

江
西　

松
意
（
小
松
島
市
）

田
中　

伸
児
（
小
松
島
市
）

賀
田　

健
一
（
徳
島
市
）

河
崎　

和
正
（
名
西
郡
）

山
本　

茂
昭
（
名
西
郡
）

中
井　

邦
雄
（
名
西
郡
）

山
口　

勝
正
（
名
西
郡
）

田
中　
　

栄
（
名
西
郡
）

久
野　

義
雄
（
名
西
郡
）

大
村　

敏
信
（
阿
波
市
）

猪
尾　

克
二
（
阿
波
市
）

長
瀬　

忠
史
（
阿
波
市
）

湯
藤　

剛
久
（
阿
波
市
）

田
中　

正
史
（
吉
野
川
市
）

平
岡　

幸
文
（
美
馬
市
）

片
山　

正
美
（
三
好
市
）

美
吉　

正
一
（
三
好
郡
）

〈
団
体
の
部
〉

桑
野
婦
人
会
（
阿
南
市
）

令
和
６
年
度
　
被
表
彰
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

臨
時
総
代
会
に
お
い
て
、
日
頃
よ
り
農
業
保
険
事
業
の

運
営
と
組
合
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
へ
の
表

彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
祝
意
と
謝
意
を
申
し

上
げ
ま
す
。
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収入保険ご加入の皆様へ
こんなときは必ずご連絡を！

　保険期間の農業収入金額について見込農業収入金額より減少することが見込まれる事故が発生したと
きは、下記項目を速やかにご連絡ください。

　保険期間内に営農計画を変更したときは、変更に係る農作物等の作付け後 1ヵ月以内にご連絡ください。

※保険期間内に事故発生、営農計画の変更のご連絡がない場合は、保険金等の支払いができない場合がござ
いますのでご注意ください

● 事故後に見込まれる農業収入金額 ● つなぎ資金の貸付けの申し出の有無 ● その他事故に関する事項

● 事故が発生した農産物の種類 ● 事故の発生年月日 ● 事故の種類 ● 事故の詳細

● 野菜等の作付け回数を変更した ● 栽培面積を変更した● 栽培を中止した ● 新しく栽培を始めた

ご不明な点等は最寄りのNOSAI までお問い合わせください。

収 保入 険

 事故発生通知や営農計画の変更等のご連絡に収入保険専用のメールアドレス
（upload@nosai-tokushima.jp）をご活用ください。

　インターネット申請の登録を行うと自宅のパソコンなどから収入保険の加入申請や事故
発生通知などの手続きを行うことができます。また、インターネット申請を利用すること
により付加保険料の割引を受けることができます

　手続きは① gBizID を作成し、② eMAFF にログインするだけです。（eMAFF ID の取得）
※インターネット申請を利用するためには、本人確認と収入保険システムの連携を行

う必要がございますので、eMAFF ログイン完了後、NOSAI までご連絡ください。 

右記 QR コードをスマートフォン等で読み取るとメールアプリへ移行します。

収入保険専用のメールアドレスをご活用ください

インターネット申請をはじめましょう

補
償
対
象
の
事
故
例

自然災害等で減収

倉庫の浸水被害

けがや病気で収穫不能

為替変動で大損

災害で作付不能

盗難や運搬中の事故

市場価格が下落

取引先の倒産

①　農業収入金額の減少が見込まれる事故が発生したとき

②　営農計画を変更したとき

① gBizID の作成

② eMAFFにログイン

新規加入者　　　4,500 円の割引　　　　　継続加入者　　　2,200 円の割引
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園芸施設共済ご加入の皆様へ

　近年は、台風が大型化しているほか、予測できない異常災害が各地で発生しています。
　皆様の大切な農業施設、農業経営を守るため、自然災害への備えとして、NOSAI の園芸施設共済にぜひ
ご加入ください。

日頃から気象情報を注視し、特に台風発生時は適切な損害防止に努めてください。
また、被害が発生した場合は、速やかに被害申告をお願いします。

園芸施設共済で災害に備えましょう!
園芸施設共済

詳しい補償内容、掛金などは本所、各支所までお問い合わせください。職員がご説明にお伺いします。

主な対象事故一覧
風　害 雪害・ひょう害 水　害 火　災 地震・火砕流・土石流

補償できるもの
基本の補償 加入時の選択により追加できる補償

ハウス本体・被覆物 施設内農作物 附帯施設 撤去費用

※ その他、復旧費用（本体の上乗せ補償）を選択により追加することができます。

病虫害・鳥獣害
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詳
し
く
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
本
所
・
各
支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
徳
島
で
は
、
水
稲
広
域
一
斉
病
害
虫
防
除
と
有
害

鳥
獣
対
策
施
設
設
置
に
要
し
た
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
各
申
請
期
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
こ
の
助
成
金
は
予
算
の
範
囲
内
で
交
付
し
ま
す
。

損
害

防

事
止

業

◎
航
空
防
除
・
地
上
で
の
散
布
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

組
合
員
等
が
組
織
す
る
防
除
団
体
や
集
落
営
農
組
織

が
実
施
す
る
も
の
で
、団
体
等
に
対
し
て
交
付
し
ま
す
。

※
団
体
等
の
構
成
員
の
農
業
保
険
加
入
率
が
１
０
０
％

の
場
合
は
、
交
付
単
価
が
10
㌃
当
た
り
「
２
０
０
円

以
内
」
→
「
３
０
０
円
以
内
」
に
な
り
ま
す
の
で
、

全
員
の
方
が
農
業
保
険
に
ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
防
除
実
績
面
積
が
１
㌶
以
上
、
団
体
等
の
構
成
員
の

内
、
農
業
保
険
加
入
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
は
一
斉
防
除
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
お
願
い

し
ま
す
。

　

農
業
保
険
加
入
品
目
を
守
る
た
め
、
鳥
獣
害
に
対
す

る
未
然
防
止
策
と
し
て
、金
網
、ト
タ
ン
、ネ
ッ
ト
（
防

鳥
ネ
ッ
ト
は
除
き
ま
す
）、
木
柵
、
電
気
柵
、
捕
獲
用

罠
を
設
置
し
た
加
入
者
等
を
対
象
と
し
ま
す
。（
た
だ

し
、
自
己
負
担
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
対
象
外
と
し
、

購
入
か
ら
１
年
以
内
か
つ
令
和
７
年
12
月
31
日
ま
で
に

設
置
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。）

※
防
護
施
設
等
の
設
置
に
要
し
た
経
費
の
内
、
30
％
以

内
で
３
万
円
（
複
数
の
農
業
保
険
加
入
者
で
構
成

さ
れ
た
団
体
、
生
産
組
合
、

法
人
に
つ
い
て
は
、
30
％

以
内
で
５
万
円
）
を
限
度

と
し
ま
す
。

◎
申
請
は
施
設
の
設
置
の
確

認
が
で
き
る
日
、
か
つ
令

和
８
年
１
月
31
日
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

　農作物共済の共済金を下記
のとおりお支払いしました。

水稲 

支 払 日：令和６年12月23日
支払共済金：15,639,872円
戸 数： 286戸

うんしゅうみかん 

支 払 日：令和７年３月19日
支払共済金：201,800円
戸 数：６戸

　果樹共済の共済金を下記のとおり
お支払いしました。

なし 
支 払 日：令和６年12月20日
支払共済金：1,158,800円
戸 数：７戸

水
稲
共
済
損
害
防
止
費

（
一
斉
防
除
）一
部
助
成
金
交
付

有
害
鳥
獣
対
策
施
設
設
置

支
援
事
業
助
成
金
交
付

水稲共済からのお知らせ果樹共済からのお知らせ
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前
回
、
令
和
７
年
３
月
７
日
に
水

稲
栽
培
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
と
し
て
水

稲
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

徳
島
県
経
営
推
進
課
の
方
を
講
師

に
お
招
き
し
、
損
害
防
止
や
、
質
の

良
い
お
い
し
い
お
米
作
り
に
つ
い
て

の
講
演
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
前
回
の
参
加
者
に
は
、
別
途
開

催
通
知
を
送
付
し
た
し
ま
す
が
、
前

回
参
加
さ
れ
た
方
以
外
で
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
ま
で
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

水
稲
栽
培
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

令
和
7
年
度

日
時
：
令
和
７
年
７
月
18
日
㈮　
Ａ
Ｍ
９
：
30
～

場
所
：
徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
名
西
郡
石
井
町
石
井
字
石
井
１
６
６
０
）

定
員
：
60
名
程
度

　
　
　
（
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

※
当
日
は
圃
場
で
の
講
習
も
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
暑
さ

対
策
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
7
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
、

４
名
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

　

ご
指
導
ご
鞭
撻
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

本　
　
所　
参　
　
事　
　
日
下　
英
樹

　
　
　
　
　
監
理
課
長　
　
今
井　
省
吾

南
部
支
所　
考　
査　
役　
　
下
岡　
清
二

　
　
　
　
　
主　
　
事　
　
堀
本　
瑞
貴

（
４
月
１
日
か
ら
嘱
託
職
員
と
し
て

南
部
支
所
に
勤
務
）

前回 講習会の様子

読

か
者

ら
の
お
便
り

ク
イ
ズ
と
一
緒
に
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
・
ご
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昨
年
は
実
の
な
る
も
の
が
今
ま
で
に

な
い
収
穫
で
さ
っ
ぱ
り
の
秋
で
し
た
。

今
年
の
暑
さ
は
平
年
に
お
さ
ま
っ
て
く

れ
る
よ
う
に
と
願
い
ま
す
。

美
馬
市　

70
歳
代
男
性

　

が
ん
ば
っ
と
ん
じ
ょ
の
コ
ー
ナ
ー
で

徳
島
市
の
中
国
の
女
性
の
方
々
や
美
馬

市
の
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ラ
を
開
発
さ
れ
た

お
二
人
の
活
躍
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
な
ん
か
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

阿
波
市　

30
歳
代
男
性

　

家
庭
菜
園
、す
だ
ち
、ゆ
ず
、甘
夏
、

き
ん
か
ん
、
レ
モ
ン
、
シ
ー
ク
ワ
サ
ー

な
ど
、
素
人
な
が
ら
頑
張
っ
て
作
っ
て

い
る
の
で
勉
強
に
な
り
ま
す
。
ふ
っ
か

る
コ
ー
ラ
、
魅
力
的
で
す
ね
。

吉
野
川
市　

60
歳
代
女
性

　

表
紙
の
立
川
さ
ん
ご
夫
婦
の
ス
テ
キ

な
笑
顔
に
、
私
ま
で
幸
せ
な
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。
大
変
な
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
体
に
気
を
つ

け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

鳴
門
市　

60
歳
代
女
性

　

レ
タ
ス
の
あ
ん
か
け
炒
飯
を
作
っ
て

み
ま
し
た
。
と
ろ
み
が
食
欲
を
そ
そ
り

つ
い
つ
い
お
か
わ
り
を
し
ま
し
た
。

鳴
門
市　

60
歳
代
女
性

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
こ
た
つ
に
入
り

な
が
ら
解
き
ま
し
た
。「
こ
れ
な
ん
や

ろ
？
」
と
言
い
な
が
ら
楽
し
く
や
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
は
レ
タ
ス
の

あ
ん
か
け
炒
飯
を
作
り
ま
す
！

阿
波
市　

10
歳
代
女
性

　

ふ
っ
か
る
コ
ー
ラ
、
初
め
て
知
り
ま

し
た
。
若
い
人
が
地
元
の
特
産
農
作
物

を
生
か
し
た
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ラ
を
開

発
・
販
売
し
て
い
る
の
は
頼
も
し
い
で

す
ね
！
応
援
し
た
い
で
す
。

徳
島
市　

50
歳
代
男
性
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誤
し
、
な
ん
と
か
乗
り
切
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
先
の
不
安
も
抱
え

な
が
ら
作
業
を
し
て
い
る
中
で
、
生

前
父
親
が
加
入
し
て
い
た
収
入
保
険

の
支
払
い
等
に
よ
り
、
収
入
面
だ
け

で
は
な
く
精
神
的
な
面
で
も
大
変
助

か
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
栽
培
品
目
の
見
直

し
と
収
入
の
基
盤
と
な
る
作
物
を
変

更
し
、
経
営
の
安
定
を
図
っ
た
。
品

質
の
向
上
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
食

味
の
向
上
を
目
指
し
、
土

壌
改
良
や
化
学
肥
料
だ
け

に
頼
ら
な
い
施
肥
設
計
等

の
改
善
も
行
っ
た
。
ま
た

販
路
拡
大
の
為
に
経
済
同

友
会
等
に
参
加
し
、
販
売

店
や
飲
食
店
の
方
々
と
の

繋
が
り
も
で
き
、
直
接
注

文
を
も
ら
え
る
よ
う
に
も

な
っ
た
。「
現
状
に
満
足

す
る
こ
と
な
く
日
々
新
し

い
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
」
と
話
す
。

「今の目標は父が経営していた頃よりも収入を上げる事」と
話す寺岡さん。

　

就
農
し
て
11
年
目
と
な
る
寺
岡
さ

ん
は
、
母
・
妻
・
従
業
員
２
名
と
と

も
に
、
キ
ャ
ベ
ツ
５
㌶
・
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
40
㌃
・
枝
豆
40
㌃
を
栽
培
し
て

お
り
今
期
新
た
に
ピ
ー
マ
ン
10
㌃
・

ゴ
ー
ヤ
10
㌃
に
挑
戦
す
る
予
定
だ
。

　

農
業
経
営
全
般
の
管
理
を
し
て
い

た
父
を
２
年
前
に
突
然
亡
く
し
、
経

営
を
任
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。「
植

え
付
け
作
業
か
ら
忙
し
く
、
地
域
の

青
年
部
の
力
も
借
り
な
が
ら
試
行
錯

　

阿
南
市
那
賀
川
町
で
イ
チ
ゴ
18

㌃
、
水
稲
１
２
０
㌃
の
栽
培
を
す
る

大
喜
正
彦
さ
ん
。
大
学
卒
業
後
５
年

間
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
勤
め
た

後
、
15
年
前
に
帰
郷
し
、
イ
チ
ゴ
農

家
で
あ
る
父
・
敏
憲
さ
ん
と
母
・
賀

代
子
さ
ん
と
と
も
に
営
農
に
取
り
組

み
始
め
た
。

　

イ
チ
ゴ
は
例
年
12
月
10
日
頃
か
ら

収
穫
が
始
ま
り
、
翌
年
５
月
20
日
頃

ま
で
続
く
。

　

高
温
・
乾
燥
に
な
る
と

成
長
が
衰
え
る
た
め
、
育

苗
期
の
夏
の
暑
さ
に
は
苦

労
す
る
。「
去
年
の
夏
は

特
に
暑
か
っ
た
た
め
心
配

し
ま
し
た
が
、
暑
さ
で
弱

ま
る
こ
と
な
く
成
長
で
き

ま
し
た
」
と
胸
を
な
で
お

ろ
す
。

　
「
品
質
の
良
い
イ
チ
ゴ

を
作
る
た
め
に
心
が
け
て

い
る
こ
と
は
、
土
作
り
。

土
耕
栽
培
の
た
め
、
木
の

皮
由
来
の
堆
肥
を
入
れ
て

い
ま
す
」
と
正
彦
さ
ん
。

ま
た
、
新
品
種
の
栽
培
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
、
収

量
が
増
え
、
味
が
良
く
な
れ
ば
、
品

種
の
変
更
も
考
え
て
い
る
そ
う
だ
。

今
後
は
、
妻
の
幸
子
さ
ん
が
新
規
就

農
で
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

「
ハ
ウ
ス
を
新
設
し
、
規
模
を
拡
大

す
る
予
定
で
す
」
と
話
す
。

「大きい実がなってくれて安心しました」と大喜さん夫妻。

よ
り
美
味
し
い
生
産
物
を
目
指
し
て

土
耕
イ
チ
ゴ　

高
品
質
へ
土
作
り

徳
島
市

寺て
ら

岡お
か

　
誠せ
い

介す
け 

さ
ん
（
32
歳
）

阿
南
市

大お
お

喜き

　
正ま
さ

彦ひ
こ 

さ
ん
（
42
歳
）

県内各地で活躍する農業者を紹介します 
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本所
徳島市山城西二丁目 74 番地

TEL 088−622−7731
東部地域部長 片　山　昌　樹
第１地域グループ
（徳島市）

◎ 岸　田　映　子
○ 平　岡　敏　雄　

萩　野　光　世
井　上　和　樹
本　庄　　　隼
西　森　和　也
加　藤　雅　人

第２地域グループ
（名東郡・名西郡）

◎ 桑　原　　　勧
○ 前　川　高　志

岡　久　敏　弘
三　浦　明　美
小　泉　伊久恵
宇　民　愛　弓
森　岡　謙　介

第３地域グループ
（鳴門市・板野郡）

◎ 木　田　　　誠
○ 内　田　憲　作

武　田　大太郎
廣　永　　　光
杉　村　信　紀
中　川　俊　樹
岡　崎　明日香

家畜診療所
徳島市山城西二丁目 74 番地

TEL 088−677−4511
所　長 桑　原　　　勧
獣医師 山　下　真　彦
獣医師 三　條　研　索

西部支所
美馬市脇町大字猪尻字西上野115番地1

TEL 0883−52−3301
支所長 幸　平　勝　久

第１地域グループ
（阿波市・美馬市）

◎ 枝　澤　繁　男
○ 喜　多　芳　和

宇　民　宜　将
平　岡　容　子
岩　瀬　憲　昭
有　友　寛　恵
福　井　健太郎

第２地域グループ
（吉野川市・美馬郡・三好市・三好郡）

◎ 西　岡　宏　規
○ 町　田　英　之

大　西　真　司
大久保　和　裕
板　東　浩　二
原　田　多統也
原　田　崇　史
安　宅　則　久

◎リーダー　　○サブリーダー

本　所

片山　昌樹 参 事

内田　憲作課 長 補 佐

小泉伊久恵課 長 補 佐

武田大太郎部長兼総務課長

三浦　明美課 長 補 佐

西森　和也課 長 補 佐
（収穫共済課兼務）

本庄　　隼課長補佐兼係長
（監理課兼務）

加藤　雅人主 任
（監理課兼務）

総
務
部

総
務
課

事
業
部

収
穫
共
済
課

資
産
共
済
課

西森　和也課長補佐兼係長

前川　高志課 長 補 佐

杉村　信紀主 事

岸田　映子課 長

森岡　謙介係 長

平岡　敏雄課 長 補 佐

井上　和樹課 長 補 佐

部長兼収穫共済課長 岡久　敏弘

事
業
部

家
畜
共
済
課

収
入
保
険
課

家
畜
診
療
所

監
理
課

木田　　誠課 長

宇民　愛弓係 長

（家畜診療所長兼務）
桑原　　勧課 長

廣永　　光課長補佐兼係長

岡崎明日香主 事

中川　俊樹主 事

桑原　　勧所 長

三條　研索獣 医 師

山下　真彦獣 医 師

（総務課兼務）

（総務課兼務）

本庄　　隼課長補佐兼係長

萩野　光世課 長

主 任 加藤　雅人

よろしくお願いします

徳島 職員配置図

南部支所
阿南市桑野町中野 120 番地１

TEL 0884−21−1050
支所長 棚　野  博　之

第１地域グループ
（海部郡・阿南市１）

◎ 綿　谷　高　洋
○ 原　田　大　介

八　多　　　宏
中　原　　　唯
小　川　凪　紗
下　岡　清　二
元　浦　敏　夫

第２地域グループ
（那賀郡・阿南市２・小松島市・勝浦郡）

◎ 山　本　宜　弘
○ 関　東　誉　司

粟飯原　幸　弘
岡　田　健　汰
青　木　耀　大
山　本　理恵子

徳島
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1　じゃがいもは皮をむき、薄切りにして水にさら
し、水気をよくきる。

2　長ネギは小口切りにする。
3　鍋に無塩バターを熱し、じゃがいも、長ネギの
順に入れて2～3分炒め、水、コンソメ顆粒
を入れて煮立てる。

4　アクをすくい取り、じゃがいもがやわらかくなっ
たら火を止める。

5　牛乳を入れてミキサー、ハンディブレンダー、
裏ごしなどでさらにつぶす。

6　生クリームを入れ、塩コショウで味を調える。
7　粗熱を取り、冷蔵庫か氷水でよく冷やす。
8　器に盛り付け、粉パセリをふってできあがり。
　　コクは薄くなりますが、生クリームを牛乳に変
更してもOKです。

作り方

材料（３人分）
じゃがいも………………… 大 2個
長ネギ…………………… 10 センチ
無塩バター……………………… 10g
コンソメ顆粒……………… 小さじ1
水……………………………200cc
牛乳（低脂肪×）……………200cc
生クリーム（植物性OK） ……100cc
塩コショウ…………………多め少々
粉パセリ…………………………少々

ビシソワーズ

ジャーマンポテト
作り方材料（３人分）

1　じゃがいもは皮をむき、3ミ
リ幅の輪切りにし、水につ
けてアクをとり、電子レンジ
600Wで3分くらい、竹串が
スッと刺さるまで加熱する。

2　玉ねぎは薄切りに、ウイン
ナーは斜め薄切りに切る。 

3　熱したフライパンにサラダ油
をひき、玉ねぎ、ウインナー、
じゃがいもを入れて炒め、
玉ねぎは透明に、じゃがい
もにほんのり焼き色がつい
たら、しょう油、コショウで
味を調えてできあがり。

じゃがいも…… 大 2 個
玉ねぎ……………1/2 個
ウインナー…………3 本
しょう油……… 小さじ2
粗挽きコショウ…… 適量
サラダ油……… 小さじ1

ジャーマンポテトのじゃがいも
はあまり触らずに焼き目をつ
け、ウインナーの代わりにひき
肉を用いてもおいしいです。ア
ンチョビを入れると大人味に。

ビシソワーズは、ガラスの

器をあらかじめ冷やしてお

くとよりおいしいです。

お料理教室 COOK-cielbleu
武田 桃枝さん

https://cook-cielbleu.blog.jp/

今月の食材

じゃがいも
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Ａ～Ｅの文字を並び替えて
答えを導き出してください

ヒントを参考に、①から⑤に言葉を当てはめてください。

①　2025 年日本国際博覧会、略して
〇〇〇〇・関西万博

②　2 頁をご覧ください。臨時総代会
で家畜共済に係る〇〇〇〇〇料金
の一部変更に関する事項を議案に
あげています。

③　4 頁をご覧ください。農業収入〇
〇〇〇の減少が見込まれる事故が
発生したら、ご連絡を。

④　5 頁をご覧ください。園芸施設共
済で、加入時の選択により追加で
きる補償には、〇〇〇〇〇〇〇な
どがあります。

⑤　10 頁の Cook-NOSAI で紹介。
ジャーマンポテトと〇〇〇〇〇〇。

応 募 方 法
はがきに、必要事項を記入し、ご応募ください。

※当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。
※ご意見ご感想は氏名を省略し、本紙に掲載させていただく場合

がございます。

応募〆切：令和７年７月17日（木） 必着

○答え
○氏名（年齢）
○住所
○電話番号
○ご意見・ご感想

徳島市山城西
二丁目74番地
NOSAI徳島
広報係 行

７ 0 5７ 08 485円切手を
お貼り
ください

ヒント

正解者の中から抽選で３名様に、
「黒毛和牛の焼肉セット」をプレゼントします。

　今回プレゼントするのは、阿南市那賀川町の藤岡哲
さんの自社牧場で育てたこだわりの黒毛和牛です。ふ
じおか牧場産阿波黒毛和牛肉は、2016 年に公益社団
法人徳島県産業国際化支援機構より「とくしま特選ブ
ランド」に認定されました。
　柔らかい肉質や豊かな風味が味わえます。

前回の答えは
「はつひので（初日の出）」でした。
たくさんのご応募
ありがとうございました。

クイズに答えて、プレゼントを当てよう！

① A
② B
③ C
④ D
⑤ E

〒770−8054
徳島市山城西二丁目74番地

NOSAI 徳島　広報係　行
◀切り取って、クイズの宛先としてご利用ください
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第
36号

 2025年
・

春
発
行
日
／
2025年

５
月
16
日

　

鳴
門
市
の
髙
橋
俊
之
さ
ん
（
52
）
は

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス
栽
培
（
２
棟

13
・
３
㌃
）
に
取
り
組
ん
で
６
年
目
に

な
る
。

　

就
農
前
は
育
苗
会
社
で
20
年
勤
務
し

て
い
た
が
、
上
司
が
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽

培
し
て
い
る
様
子
を
見
て
興
味
が
わ
き

ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
を
始
め
る
こ
と
を
決

意
し
た
。
勤
め
て
い
た
会
社
の
つ
な
が

り
で
２
年
半
の
研
修
を
受
け
た
が
「
育

苗
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
、
途
中
ま
で

の
生
育
は
見
た
ら
わ
か
り
ま
し
た
」
と

俊
之
さ
ん
。

　

水
加
減
や
肥
料
に
工
夫
を
凝
ら
し
、

週
に
一
回
は
生
育
調
査
と
糖
度
を
計

り
、食
味
の
指
針
に
し
て
い
る
。ま
た
、

毎
年
４
種
類
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培
し

て
い
る
が
、
３
種
類
は
固
定
し
て
栽
培

し
、
１
種
類
は
違
う
も
の
を
試
し
て
い

る
。「
去
年
は
青
色
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
、

今
年
は
酸
味
が
少
な
く
歯
ご
た
え
の
あ

る
も
の
を
試
し
て
み
た
ん
で
す
が
、
ま

た
来
期
は
違
っ
た
も
の
を
作
っ
て
み
よ

う
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
」
と
話
す
。

　

産
直
市
や
地
元
ス
ー
パ
ー
に
出
荷
す

る
と
き
は
、
俊
之
さ
ん
デ
ザ
イ
ン
の
ウ

サ
ギ
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
「
ゆ
き
ち

ゃ
ん
フ
ァ
ー
ム
」
の
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ

る
。
俊
之
さ
ん
と
と
も
に
栽
培
し
て
い

る
妻
の
由
起
子
さ
ん
は
「
ウ
サ
ギ
の
ミ

ニ
ト
マ
ト
あ
り
ま
す
か
と
聞
か
れ
る
ん

で
す
よ
」
と
笑
顔
。
県
外
か
ら
ぜ
ひ
買

い
た
い
と
い
う
連
絡
を
受
け
、
近
く
の

ス
ー
パ
ー
を
紹
介
し
た
こ
と
も
あ
る
と

い
う
。

　
「
自
分
で
出
荷
す
る
市
場
等
に
は
あ

り
が
た
い
こ
と
に
固
定
客
が
い
る
の
で

す
が
、
も
っ
と
知
名
度
を
広
め
て
い
き

た
い
。
関
西
に
出
荷
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
と
地
元
で
地
歩
を
固
め
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
ハ
ウ

ス
を
去
年
建
て
た
の
で
、
規
模
は
こ
の

ま
ま
で
甘
く
て
美
味
し
い
ト
マ
ト
を
作

っ
て
い
け
た
ら
」
と
俊
之
さ
ん
は
話
し

て
く
れ
た
。

表
紙
の
ひ
と

ゆ
き
ち
ゃ
ん
フ
ァ
ー
ム

　
　
髙た

か

　は
し橋

　
俊と

し

　ゆ
き之 

さ
ん

鳴
門
市

https://www.nosai-tokushima.jp/

本　　 所
家畜診療所
南 部 支 所
西 部 支 所
NOSAI 徳島ホームページ

徳島市山城西二丁目74番地	 TEL 088−622−7731／FAX 088−622−4315
徳島市山城西二丁目74番地	 TEL 088−677−4511／FAX 088−677−6022
阿南市桑野町中野120番地１	 TEL 0884−21−1050／FAX 0884−21−1055
美馬市脇町大字猪尻字西上野115番地１	 TEL 0883−52−3301／FAX 0883−52−3387

職員を募集します
職務職種  一般職員（農業保険法に基づく保険事務、営業、損害査定）　　　 採用予定人員  若干名
採　用　日  令和７年 10 月１日　または　令和８年４月１日（申込時に選択）
応募資格  ①高等学校卒業以上の学歴を有する人

 　　　　　②平成２年４月２日から平成 20 年４月１日までに生まれた人
　　　　　 ③普通自動車運転免許を有する者（AT 限定可）、または採用までに取得見込みの人
　　　　　 ④パソコンの基本操作（ワード、エクセル等）ができる人

必要書類  受験申込書兼履歴書、最終学歴の卒業（見込）証明
　　　　　 組合ホームページ掲載の指定様式による（組合事務所でも配布）

応募方法  必要書類を徳島県農業共済組合本所まで
　　　　　 ① Web で提出　②郵送または持参　③ハローワークで申請（いずれか選択）

応募締切  令和７年６月30日㈪17時15分必着
試験会場  徳島県農業共済組合　本所
選考方法  １次選考　令和７年７月27 日㈰　

△

試験内容：教養試験、適性検査
　　　　　 ２次選考　令和７年８月  ８日㈮　

△

試験内容：面接試験
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